
第22回通常総代会資料

日　時　令和６年５月１６日（木）午後１時３０分

場　所　ホテルグランドヒル市ヶ谷

　　　　東京都新宿区市谷本村町４－１

全日本畳事業協同組合
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第22回通常総代会式次第

１． 開　　　会

１． 理事長挨拶

１． 来 賓 挨 拶

１． 功労者表彰

１． 議長団選出

１． 議　　　事
  第１号議案 令和５年度事業報告承認の件
  第２号議案 令和５年度決算報告承認の件
  第３号議案 剰余金処分（案）承認の件（監査報告）
  第４号議案 令和６年度事業計画（案）承認の件
  第５号議案 令和６年度事業予算（案）承認の件
  第６号議案 定款の一部改訂（案）承認の件
  第７号議案 令和６年度賦課金徴収方法等（案）承認の件
  第８号議案 令和６年度における手数料、使用料の最高限度額（案） 
   承認の件
  第９号議案 令和６年度組合借入金最高限度額（案）承認の件
  第10号議案 役員報酬（案）承認の件
  第11号議案 次期総代会開催地決定の件

１． 閉　　　会
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令和５年度功労者表彰
（敬称略）

No. 支部名 氏　　　名 No. 支部名 氏　　　名

1 宮　城 只
タダミ

見　直
ナオミ

美 9 広　島 西
ニシハラ

原　修
オサム

　

2 千　葉 池
イケ

田
ダ

　雅
マサハル

晴 10 福　岡 村
ムラカミ

上　峰
ミネハル

治

3 神奈川 秋
アキヤマ

山　道
ミチヒサ

久 11 長　崎 樫
カシヤマ

山　　隆
タカシ

　

4 岐　阜 松
マツダ

田　忠
タダシ

史 12 熊　本 平
ヒラタ

田　享
キョウスケ

助　

5 愛　知 木
キムラ

村　正
マサトシ

敏 13 鹿児島 水
ミズグチ

口　真
シンジ

司

6 愛　知 永
ナガイ

井　幸
ユキ

雄
オ

7 大　阪 小
コイケ

池　　元
ハジメ

　

8 和歌山 栗
クリ

栖
ス

　昭
ショウイチ

一　 合計 １３名
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Ⅰ．概況
　年初に発生いたしました能登半島地震により、被災された皆様に心よりお見舞い
申し上げます。今後は太平洋側でもいくつもの大きな地震発生が指摘されており、
日頃からの非常時への備えが必須となってきました。皆様におかれましては十分に
御留意下さい。
　今期はここ数年にない多くの活動が実現できました。

［事務局運営］
　事務局員が新しくなり１年が経過しましたが、支部のご尽力ご協力もいただき、
効率よく事務業務ができるようになりました。tataや畳総合保険の集計業務も遅延
なく迅速に対応できました。不明な事や曖昧な事は先送りしないですぐに対処する
という方針の下、正確な組合員数の把握が行われております。余剰売掛金を雑収入
として処理し、従来から異なっていたPCA会計と販売管理ソフト上の数字を一致
させました。

［たたみ振興議員連盟］
　コロナ禍等の理由により開催できなかった、たたみ振興議員連盟の総会を８年ぶ
りに参議院議員会館にて開催できました。再出発の意味も含め、新たに議員の募集
も行い、金子恭之衆議院議員が会長に御就任されました。御出席頂きました４つの
省庁の畳担当課からも、引き続き今後もサポートを頂ける事を確認できました。ま
た、議連の有村幹事長に御尽力頂き、省庁との勉強会も開催する事ができました。
業種区分の内装仕上工事からの独立や技能士の特級新設など、極めて具体的な質疑
や相談をしました。既存の事柄を変えるという事は決して容易ではありませんが、
引き続き実現に向けて誠意努力します。

［品質管理更新セミナー］
　一昨年より行ってきました品質管理責任者更新セミナーは、予定された残り７県
での開催を終了しました。今回よりセミナーと共催した、全国い産業連携協議会の
協力によって実現した「畳表の見方講習」は組合員から好評を頂きました。
　（一社）日本畳産業協会と共にBL（ベターリビング）と行っております新畳の
BL認定につきましては、今後も委員会を継続して行っていきます。実現すれば、
規格が無い事が理由で、新築現場に畳が採用されない等の問題の解決策となると期
待しております。

［PD］
　数年前より活動を始めましたPD事業ですが、メンバーの方々がSNSを通じて一

第 1号議案 令和５年度事業報告
自　令和5年4月 1日
至　令和6年3月31日
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般消費者の方々に畳に関する情報を繰り返し発信しております。Metaの報告デー
タによれば、毎回の配信で数千の方々に情報が届いています。若い方々に対しては、
やはり若い方々が発案する方法で発信するのが望ましいと考えています。

［tata事業］
　いくつかのブロック会議に出席し、全日畳の取り組みを詳しく説明しておりま
すが、中でも今年10回目を迎えましたtata事業が、全日畳に加入している大きなメ
リットになっているとの意見が多くありました。今後も工夫を凝らしながら、この
ような全員参加型の販売促進キャンペーンを展開していきたいと考えております。

［渉外］
　賛助団体やいくつかの他団体との会議や行事に出席をし、業界一丸となって結束
する主旨の下、活動ができました。特筆すべき点は、中立的で省庁との繋がりがあ
る全日畳という組織を皆さんが高く評価して頂いている事です。この事は前任の米
花理事長の下、懸命になって渉外活動を行った結果だと捉えております。全日畳が
背負う役割が極めて大きい事を痛感する次第です。
　また、農水省の畳業界への補助金で運営されている全国い産業連携協議会には、会
を構成する３団体の１つとして、畳販売サイドから見た畳需要増加につながる提案を
させて頂きました。来期はその案件が承認されることを願っています。全国い産業
連携協議会で今期制作しました国産畳表に関するパンフレットですが、最初の３万
部と増刷して頂いた３万部の計６万部を各支部を通じて全組合員に配布しました。

［技能グランプリ］
　コロナ禍も開け、３年ぶりに第32回技能グランプリが北九州市で開催されました。
全日畳はその運営業務を委託されておりますが、いくつかの新しい試みを行いまし
た。過去のグランプリ受賞者に競技委員をお願いし、また技術の差がより点数の差
として反映されるよう採点基準の見直しを行いました。加えて迅速に採点結果が集
計できるシステムを開発し運用しました。

［広報事業］
　今年100周年を迎える（公財）日本将棋連盟が、現在都内と高槻市に東西の新会館
を建設中です。この中の特別対局室に、最高級の畳を提供する話を進めております。
熊本県いぐさ・畳表活性化連絡協議会より、今年品評会で日本一となった生産者の
畳表等を提供頂ける事も内定しております。将棋は畳の上で行われる伝統ある競技
であり、中でもタイトル戦など上位棋士の限られた対局が行われるのが特別対局室
です。上質な国産畳の上で対局していただく事、そして将棋連盟様にその発信をし
て頂けることは、最近の将棋ブームを考えると大きな畳の広報になると考えていま
す。都内は９月に、高槻市は11月に完成予定で、プレスリリースの日程も決定して
おります。
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　今期も何とかプラス決算で終えることができました。これは一重に、支出に関し
て文具一個から吟味する等、節約の賜物と考えております。しかし一方で、特に役
員に対しては正当な対価に満たない無理なお願いの上で成り立っているという一面
もあります。今期末で組合員数が2,000人の大台を割りました。組合会費を3,000円
から5,000円に改訂した前回7年前から約1,000名が退会し、約500万円の予算が低減
しております。これを現在の約2,000名で補うとなると、一人当たり約2,500円とい
う計算になります。正当な組合運営ができるよう、また一定の規模で存続するため
の最低限の予算を確保するためにも、近い将来、会費の改訂を考えていかなくては
なりません。その代わり組合に入っていて良かったと判断して頂けるような新たな
事業の採択を含め、役員・職員一同全日畳を盛り上げていく所存です。

Ⅱ．委員会報告
１．総務委員会
⑴　組合員数及び出資口数 単位：人数・口数

摘要
出資
口数

前年度末数
期間中の異動

今年度末数
加入 脱会

組合員数 出資口数 組合員数 出資口数 組合員数 出資口数 組合員数 出資口数
１口 2,180 2,180 9 9 197 197 1,992 1,992

合計 2,180 2,180 9 9 197 197 1,992 1,992

⑵　会議
ア．総代会
 第21回通常総代会　 令和５年５月18日
      ＊ホテルグランドヒル市ヶ谷
 臨時総代会 令和５年８月21日　書面による賛否決議
イ．理事会
 第１回 令和５年４月19日 ＊東京新潟県人会館
 第２回 令和５年５月18日 ＊ホテルグランドヒル市ヶ谷
 第３回 令和５年５月19日 ＊全日畳事務所
 第４回 令和５年７月13日 ＊ZOOM

 第５回 令和５年10月11日 ＊ZOOM

 第６回 令和５年11月21日 ＊全日畳事務所
 第７回 令和６年２月５日 ＊参議院銀会館会議室
ウ．幹事会
 会計及び業務監査 令和５年４月18日
エ．執行部・委員長会議（場所：全日畳事務所）
 第１回 令和５年４月18日 委員会報告・総代会開催について
 第２回 令和５年５月17日 総代会進行について
　　　第３回 令和５年６月27日 委員会報告（農水省来所、意見交換）
 第４回 令和５年８月21～22日 委員会報告（tata2023について）
 第５回 令和５年10月16～17日 委員会報告
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 第６回　令和５年11月20日 委員会報告
 第７回　令和５年12月22日 委員会報告
      （たたみ振興議員連盟総会開催について）
　　　第８回 令和６年２月４日 委員会報告
      （定款改正・総代会について）
オ．支部会議等
 令和５年11月15日 関西ブロック会議・第92回京都畳技術競技会
      ＊京都パレスプラザ
 令和６年２月18日 中国ブロック会議
      ＊岡山プラザホテル
カ．事業委員会PD会議（リモート開催・19：00～ 21：00）
 第１回 令和５年４月４日
 第２回 令和５年４月24日
 第３回 令和５年５月９日
 第４回 令和５年６月７日
 第５回 令和５年７月４日
 第６回 令和５年８月２日
 第７回 令和５年９月５日
 第８回 令和５年10月４日
 第９回 令和５年11月７日
 第10回 令和５年12月６日
 第11回 令和６年１月16日
 第12回 令和６年１月26日（リアル開催）　＊全日畳事務所
 第13回 令和６年２月７日
 第14回 令和６年３月５日
キ．品質管理責任者セミナー
 令和５年４月14日 更新セミナー ＊市民ホールつくばね
       　（茨城県つくば市）
 令和５年４月24日 更新セミナー ＊はまなす会館
       　（青森県青森市）
 令和５年４月25日 更新セミナー ＊秋田県建築労働組合
 令和５年６月25日 更新セミナー ＊広島市南区民文化センター
 令和５年７月２日 更新セミナー ＊松山観光港ターミナル
      　 　（愛媛県松山市）
 令和５年７月15日 更新セミナー ＊プラザウエスト
       　（埼玉県さいたま市）
 令和５年９月22日 更新セミナー ＊仙台市
ク．関連団体会議・行事出席等
　①中央技能検定委員会
 第１回 令和５年11月22日  ＊AP西新宿
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 第２回 令和５年12月20日  ＊AP西新宿
 第３回 令和６年２月６日  ＊中央職業能力開発協会
 第４回 令和６年３月18日  ＊西新宿プライムスクエア
　②全国畳産業振興会
 令和５年４月４日 役員会  ＊（株）カンベ京都本社
 令和５年５月16日 総会  ＊（株）カンベ京都本社
　③畳でおもてなしプロジェクト実行委員会
 令和５年５月22日 幹事会  ＊ZOOM

 令和５年７月14日 幹事会・全体会 ＊ダイケン工業（株）（秋葉原）
 令和５年11月24日 幹事会  ＊山中産業（株）東京本社
       　（ZOOM）
 令和６年１月25日 幹事会  ＊山中産業（株）東京本社
 令和６年３月15～16日
  幹事会・建築士向け「畳の勉強会」（協力 全国建築士連合会）
       ＊山中産業（株）大阪支店
　④（一社）日本畳産業協会 

 令和５年６月９日 総会  ＊ニューオータニイン東京
 令和５年９月13日 全日本JIS畳床工業協同組合と共に国交省陳情に

関する協議 ＊岐阜市
　⑤八代産畳表認知向上需要拡大推進協議会
 令和５年４月６日 広島に於いて監査会
 令和５年４月17日 Ｒ４年度活動報告及びＲ５年度活動計画
       ＊八代市役所会議室
 令和５年８月９日 活動状況報告、振動畳の反響について
       ＊八代市役所会議室
 令和５年12月12日 振動畳販売計画について
       ＊八代市役所会議室
　⑥全国い産業連携協議会
 令和５年６月13日 リトル・ママフェスタ東京2023

       ＊池袋サンシャインシティ
 令和５年12月21日 畳店向け研修会および意見交換会
       ＊農林水産省三番町共用会議室
 令和６年３月８日 熊本県い業生産販売振興協会　三部会合同会議
       ＊八代ホワイトパレス
　⑦たたみ振興議員連盟、関連省庁
 令和５年６月26日 畳担当各省庁との意見交換会
       ＊参議院議員会館
 令和５年７月31日 たたみ振興議員連盟行事
       ＊ANAインターコンチネンタル東京
 令和５年９月21日 たたみ振興議員連盟行事
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       ＊都市センターホテル
 令和５年10月16日 総会開催に向け打合せ
       ＊有村事務所（参議院議員会館）
 令和５年10月27日 たたみ振興議員連盟打合せ
       ＊金子事務所（衆議院第二議員会館）
 令和６年１月25日 経産省生活製品課ヒアリング
       ＊経済産業省
 令和６年２月５日 たたみ振興議員連盟総会
       ＊参議院議員会館会議室
 令和６年３月６日 JIS改正に関する協議
       ＊経済産業省
　⑧JAS本委員会
 令和５年10月26日 第１回〈畳表〉特有成分分析試験法
       ＊リモート
 令和６年２月13日 第２回〈畳表〉特有成分分析試験法
       ＊リモート
　⑨和文化・産業連携振興協議会
 令和６年１月９日     ＊農林水産省本館
 令和６年２月13日     ＊リモート
 令和６年２月20日 和文化シンポジウム
       ＊農林水産省本館７Ｆ講堂
　⑩中央職業能力開発協会（技能グランプリ関連）
 令和５年６月14日 運営委員・技術委員・競技委員合同員会
       ＊AP東京八重洲
 令和６年２月22～ 25日 第32回技能グランプリ開催
       ＊西日本総合展示場
       　（福岡県北九州市）
　⑪その他
 令和５年６月14日 ベターリビングとのBL認定協議
       ＊全日畳事務所
 令和５年11月６日 畳総合保険契約更新の打合せ
       ＊全日畳事務所
 令和６年１月26日 tata2023抽選会 ＊全日畳事務所
 令和６年３月26日 現代・和室の会設立総会
       ＊都内茗渓館

⑶　一般事項
出資口数及び払込出資総額等の変更登記
令和５年８月22日　東京法務局　台東出張所
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⑷　特筆すべき事項
ア．令和５年に発生いたしました福岡県、秋田県、令和６年の石川県の激甚災
害により被災された組合員へ、お見舞金をお渡しいたしました。被災されま
した皆様に心よりお見舞い申し上げます。
イ．組合設立以来生じておりました売掛金の齟齬を確定し、雑収入として処理
を行い、PCA会計と販売管理ソフト上の数字を合致させました。

⑸　直前３事業年度の財産及び損益の状況 単位：円

項　　目 令和４年度 令和３年度 令和２年度
資 産 合 計 14,428,412 12,132,214 10,382,040

純 資 産 合 計 9,965,606  8,928,904 8,171,404

事 業 収 益 合 計 18,510,007  8,248,300 7,632,814

当期純利益金額  1,382,702  1,007,500 1,173,977

２．品質管理委員会
⑴　全日畳の根幹事業である品質管理事業（品質管理責任者の新規・更新セミ
ナー）ですが、本年度は、更新セミナーのみを開催しました。※開催場所は別
表にて記載
　更新セミナーと同時開催として、より畳の品質管理を学んで頂けるよう、熊
本県いぐさ・畳表活性化連絡協議会から派遣された講師によるプログラムを増
設しました。その趣旨には農水省からも高い評価を頂き、６開催におきまして
農水省の補助金対象事業として頂く事ができました。

⑵　従来の「畳の取り扱い説明書」を刷新した畳のお手入れハンドブックは、巻
末の仕様書の有・無で事業者用と個人用の２種類を設けてあります。お客様が
理解しやすい内容で、皆様から高い評価を頂いております。

⑶　畳品質表示事業ですが、公共工事用の刷新に取り組みました。ラベルを大量
に購入されている支部は、ほとんどが公共工事での貼付が義務付けられている
ことに依るためです。公共工事における品管ラベルは、枚数が多くなるので、
製造業者名、品質管理責任者名等、種類や製作年月日に捺印等の記入項目が多
くあり、また印刷ではなく手書きをしなければならない手間がかかる現状を改
善するために、新たに作成にあたったものです。各官庁から意見を聞きラベル
のデザインを決定しました。
　一般住宅向けの畳につきましても、品質表示は販売者・製造者の責務であり、
お客様がその情報を容易に得られなければなりません。JIS規格では畳床の裏
面に全数貼付が義務付けられています。畳ももちろんの事、現在の規格を重視
する社会におきましては、少なくとも各部屋に１枚は品質表示ラベルを貼付す
る必要があると考えられます。
　各自が自発的・積極的に行うという品質表示の理念を再認して、６年前に定
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量購入制度は廃止しましたが、ラベル貼付の意義を十分ご理解頂きまして、貼
付は必ず行って頂くよう重ねてお願いいたします。
　また従前からの「畳の取り扱い説明書」との３点セットでの販売は終了しま
した。

３．事業委員会
　組合員皆様の事業の成長と、全日畳組織としての役割の向上を目指し、活動を進
めてまいりました。PD（Planning Department）は新たに第２期メンバーとなり、
新しい取り組みや戦略の導入、そしてメンバー間の協力強化など、様々な取り組み
を行ってきました。

⑴　保険事業
畳総合保険
　当保険は多くの組合員様に支持され、今年度も1,242名の方がご加入いただい
ております。手頃な価格で補償が受けられ、お客様に安心と安全を提供できる保
険です。毎年多くの方々にご加入頂いており、人気が根強いです。

⑵　販売促進事業
全国畳替えキャンペーン「tata（タタ）2023」の実施
　10周年の記念開催となった企画、期間は９月22日～ 11月30日までの70日間で
実施いたしました。組合員皆様のご協賛の結果、ハガキの販売総数は11,722枚に
なりました。10周年記念という事で賞品総額を316万円に増やし、１等10万円旅
行券10名、２等２万５千円空気清浄機20名、３等１万円商品券50名、４等５千円
サーキュレーター 100名、５等3,300円シャボン玉ギフトセット200名で、合計賞
品総数は380本でした。

⑶　共同購買事業
ア．抗カビ軟化剤NKB193ノーカービー
　NKB193は、抗カビ効果や縁無し畳の折り曲げ性能など、製品評価が非常に
高いです。組合員様からは安定したリピート注文を頂いています。昨年度に新
たに商品化された300㎖タイプは、一般のお客様にも好評を得ており適度な容
量が喜ばれています。
イ．畳のお手入れハンドブック
　お客様に納品時にお渡しするハンドブックは、本年度も多くの方々にご購入
頂き、組合員の皆様からも高い評価を頂いております。畳に関するクレームが
畳の相談に変われば、よりお客様とのコミュニケーションが良くなります。

⑷　広報事業
ア．全日畳ホームページ・ショート動画・LINE公式アカウント
　全日畳ホームページは一般の方に情報を提供すると同時に、組合員の皆様向
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けにも専用の情報を定期的に更新しています。さらに、セミナーやイベントな
どの告知はホームページだけでなく、ショート動画やLINE公式アカウントで
も行っています。今後も畳業界の最新ニュースや情報を積極的に発信していき
ます。
イ．PD（Planning Department）
　第２期メンバーを18名でスタートし、毎月１回の定例会議をリモートで実施
しました。４月29日には畳の日にちなんで、ミニ畳・畳コースタープレゼント
企画をSNSで実施し、61件の応募がありました。11月24日にはGoogleビジネ
スプロフィールとInstagramの活用に関するオンライン講習会を、40名の参加
者で開催しました。
　令和６年１月26日には全国からPDメンバーが主体となってtata抽選会を実
施しました。その様子はYouTubeにもUPされています。その後、全日畳事務
所にて初のリアルミーティングを開催しました。

４．技能推進委員会
⑴　技能継承
　畳製作技術は多様な形状の部屋の寸法を採寸して正確に畳床を裁断し、畳表を
逢着する高度な技術と熟練を要する技術であり、日本固有の畳文化で日本人の生
活に古くから親しまれてきた格式ある敷物として和の文化の中に伝統技術を継承
してきました。ユネスコ無形文化遺産畳製作技術が登録認定され、先人たちが知
恵と努力によって構築された技能・技術を次世代に繋ぐ責務があると考え、現在
板入れ新畳の製作工程を収録したDVD「関東版」「関西版」の販売を行っており
ます。

⑵　中央検定委員会
　令和９年３月迄の任期で全日畳から５名の方々が、中央職業能力開発協会の中
央検定委員として委嘱されております。４回の検討委員会に委員を派遣し、技能
検定畳製作１級・２級の学科問題の作成並びに実技試験内容について検討しまし
た。

⑶　技能グランプリ
　２月23日～ 26日に福岡県北九州市で開催されました、第32回技能グランプリ
畳製作部門の運営を行いました。今回より採点基準の見直しも行い、全国より参
加されました23名の選手の課題製作品を競技委員が厳正に審査し、事故なくグラ
ンプリ運営業務を遂行いたしました。
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資産の部 （単位：円）
科　　　　目 内　　　　　　　　訳 金　　　額

Ⅰ 流 動 資 産
現 金 174,960

預 金
普 通 預 金 りそな銀行・上野支店 382,302

普 通 預 金 りそな銀行・上野支店 3,966,032

振 替 預 金 秋葉原店UDX内ゆうちょ銀行 211,767

積 立 預 金 りそな銀行・上野支店 2,700,964

売 掛 金 中央職業能力開発協会他（資料７に記載） 658,578

棚 卸 商 品 資料８に記載 1,712,913

未 収 組 合 費 0

未 収 入 金 0

前 払 費 用 10,000

流　 動　 資　 産　 合　 計 9,817,516

Ⅱ 固 定 資 産
電 話 加 入 権 117,800

差 入 保 証 金 岩上ビル賃借保証金 500,000

固　　定　　資　　産　　合　　計 617,800

資 　 　 産 　 　 合 　 　 計 10,435,316

負債の部
科　　　　目 内　　　　　　　　訳 金　　　額
買 掛 金 0

未 払 金 アスクル、現代・和室の会法人会員入会金、年会費 90,194

未 払 持 分 2,000×脱会者197名 394,000

預 り 金 茨城支部 400

預 り 保 険 料
仮 受 金
未 払 法 人 税 等 134,300

長 期 借 入 金
負 　 　 債 　 　 合 　 　 計 618,894

正味資産の部
出 資 金 2,000×1,992名 3,984,000

利 益 準 備 金 922,000

特 別 積 立 金 922,000

教育情報積立金
当 期 純 利 益 金 296,816

前期繰越剰余金 3,691,606

純 　 資 　 産 　 合 　 計 9,816,422

負　債　・　純　資　産　合　計 10,435,316

第２号議案 財　 産　 目　 録
令和6年3月31日
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（単位：円）
科　　　　目 金　　　　額 科　　　　目 金　　　　額

資 産 の 部 負 債 の 部

Ⅰ 流 動 資 産 Ⅰ 流 動 負 債

現 金 174,960 買 掛 金 0

預 金 7,261,065 未 払 金 90,194

売 掛 金 658,578 未 払 持 分 394,000

棚 卸 資 産 1,712,913 預 り 金　 職 員 他 400

未 収 入 金 預 り 金　 保 険 料

前 払 費 用 10,000 前 受 金

未 払 法 人 税 等 134,300

長 期 借 入 金

流 動 資 産 合 計 9,817,516 負 債 合 計 618,894

Ⅱ 固 定 資 産 純 資 産 の 部

電 話 加 入 権 117,800 出 資 金 3,984,000

保 証 金 500,000 利 益 準 備 金 922,000

特 別 積 立 金 922,000

教 育 情 報 積 立 金

当 期 純 利 益 金 296,816

前 期 繰 越 剰 余 金 3,691,606

固 定 資 産 合 計 617,800 純 資 産 合 計 9,816,422

資 産 合 計 10,435,316 負債・純資産合計 10,435,316

貸 借 対 照 表
令和6年3月31日現在
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（単位：円）
費 用 の 部 収 入 の 部

Ⅰ 事 業 費 Ⅰ 事 業 収 益
品 質 表 示 事 業 費 381,088 品質表示事業収入 1,268,148

品 質 認 定 事 業 費 1,145,830 品質認定事業収入 1,813,954

教 育 情 報 事 業 費 1,242,277 教育情報事業収入 987,030

保 険 手 数 料 収 入 737,210

共 同 購 買 事 業 費 801,068 共同購買事業収入 1,505,465

広 報 事 業 費 61,052

畳 販 促 事 業 費 2,989,190 畳 販 促 事 業 収 入 3,218,114

Ｐ Ｄ 事 業 費 280,457

事 業 費 合 計 6,900,962 事 業 収 益 合 計 9,529,921

Ⅱ 一 般 管 理 費 Ⅱ 賦 課 金 収 入
役 員 報 酬 1,848,000 組 合 費 収 入 10,945,000

給 与 手 当 賦 課 金 収 入 1,380,000

雑 給 3,269,031 特 別 賦 課 金 収 入 620,000

法 定 福 利 費 55,935 賦 課 金 収 入 合 計 12,945,000

福 利 厚 生 費 181,364 Ⅲ 事 業 外 収 益
会 議 費 312,727 受 取 利 息 111

関 係 団 体 負 担 金 252,200 雑 収 入 396,970

旅 費 交 通 費 4,079,039 教育情報繰越戻入 70,000

通 信 費 428,766 事 業 外 収 入 合 計 467,081

器 具 備 品 費 453,146

印 刷 費 251,564

交 際 費 73,342

支 払 地 代 家 賃 1,680,000

水 道 光 熱 費 226,477

租 税 公 課 1,050

荷 造 運 賃 352,237

広 告 宣 伝 費
支 払 手 数 料 1,384,108

事 務 用 品 費 670,690

雑 費 99,548

一 般 管 理 費 合 計 15,619,224

Ⅲ 事 業 外 費 用
支 払 利 息
雑 損 失

事 業 外 費 用 合 計 0

Ⅳ 特 別 損 益
税引前当期純利益金 （421,816）
法 人 税 等 125,000

当 期 純 利 益 金 296,816

合 計 22,942,002 合 計 22,942,002

損　益　計　算　書
自　令和5年4月 1日
至　令和6年3月31日
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Ⅰ 当期未処分剰余金

当期純利益金 296,816

前期繰越剰余金 3,691,606 3,988,422

Ⅱ 剰 余 処 分

利益準備金 30,000

特別積立金 30,000

教育情報繰越金 15,000 75,000

Ⅲ 次期繰越剰余金 3,913,422

第３号議案 剰 余 金 処 分（案）
自　令和5年4月 1日
至　令和6年3月31日
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Ⅰ．事業方針
　昨年５月に新型コロナウィルス感染症が５類に位置付け変更されてから、様々な
社会活動が活発化しました。しかしながら円安水準が続いており、個人消費は低迷
しております。物資や原材料の高騰、2024年問題、運賃の値上げなどの影響が今後
も予測されます。このような状況下ではありますが、組合員の有益となる情報を発
信して、畳業界の発展に寄与することを目指します。

１．市場調査と需要分析
　市場動向や消費者のニーズに対して、組合は正しく俊敏に対応することが重要
であると考えます。特に戸建住宅における新築需要や既存住宅のリフォーム・リ
メイク需要では、畳面積の減少傾向が続いています。関係省庁や関係団体に対し
情報の共有や意見交換等を積極的に行い、畳の専有面積の減少に歯止めがかかる
よう努めます。

２．品質向上と技術革新
　畳の品質向上と技術革新は、業界にとって重要な事柄です。一昨年度より全国
各地で開催した品質管理責任者更新セミナーも、結果的に畳の品質向上に繋がる
重要な要素であり、予定したすべての更新と新規セミナーが終了しました。
　また昨年度は技能グランプリが開催されましたが、全国から23名の参加があり
ました。良い商材を使うことだけが品質向上に繋がるのではなく、品質管理責任
者セミナーで得た知識や技能グランプリ等の競技の中での経験も、商品の品質向
上に繋がります。
　リフォームやリメイク・新築需要においての洋風志向は未だ根強く、様々な空
間に適応した畳を消費者に提案し届けることが求められています。デザインや耐
久性に優れた畳を生産するためにも、新素材の探求や製造プロセスの改善等の情
報発信にも取り組みます。伝統的な製法、そして最新の技術を組み合わせた畳の
製法どちらにも注目し、より適切な品質管理や生産効率の向上について全日畳会
員の役に立てるよう努めます。

３．環境負荷の軽減と持続可能性への取り組み
　畳の製造は天然素材を使用するため、環境負荷が比較的低いとされています。
しかし製造過程や廃棄物処理等においては、環境への配慮が求められています。
環境を配慮したリサイクルに特化した畳の活用など、環境保護に積極的に取り組
み情報発信します。

第 4号議案 令和６年度事業計画（案）
自　令和6年4月 1日
至　令和7年3月31日
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４．広報活動と消費者啓発
　畳の魅力や利点を広く消費者に伝えるための広報活動は重要です。全日畳ホー
ムページは刷新し、定期的に更新も行っております。PDにおいては第２期メン
バー体制となって１年が経過しましたが、それぞれが多忙な中で時間を作り、業
界に求められている事について何度も議論しています。SNSを使った情報発信も
60回を超え、閲覧数も徐々に増え、シェアもして頂けるようになってきました。
今後も引き続きウェブサイトやSNSを活用した情報発信を継続し、tata2024の開
催や他のイベントの開催を模索し、消費者とのコミュニケーション強化を図るた
めの活動を進めます。

５．組合員支援と教育プログラム
　組合員の技術向上と経営力強化を支援するため、技術研修や経営セミナー等の
組合員のニーズに応じたプログラムを実施するための企画・立案を行います。同
時に若手組合員の育成や次世代への技術の継承も、重要な課題として取り組みま
す。

６．関係省庁・他団体との共有
　昨年度はたたみ振興議員連盟総会を開催し、新たなメンバーも加わって再ス
タートしました。賛同して下さる国会議員の先生方も増え、今後の業界の在り方
に様々な方面からの意見や提案を頂ける組織です。（一社）日本畳産業協会様をは
じめ業界団体と共に協調し、オールジャパンで行うイベント開催に向けて企画・
立案を行っていきます。

Ⅱ．事業計画
１．総務委員会
　昨年度同様、関連団体等と積極的に交流し、畳業界のために全日畳ができるこ
とを一つ一つ実行します。
　組合員の減少が進む中、全日畳への加盟に大きな意義のあることを、組合員の
皆様に共有していただければと考えています。

２．品質管理委員会
⑴　畳品質表示書・品質規格表示（品管ラベル）の貼付促進と、（個人向けと公
共工事向けに）分類。

　大量販売実績のある支部は、公共工事での貼付が義務付けられているためと回
答を得ています。個人向けの貼付は、貼付意義は理解しているものの積極性に乏
しいのが現状です。製作、販売の責務を遂行するために、巻末に仕様書のある「畳
のお手入れハンドブック」に品質管理責任者を明記してください。
　公共工事における品管ラベルは枚数が多くなるので、製造業者名、品質管理責
任者名等、または種類や製作年月日に捺印箇所や記入項目が多く、手書きのため
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手間がかかりすぎるので、ソフトから印刷可能な公共工事用の品管ラベルの作成
にあたった。
　理事会において公共工事用品管ラベルのデザインは決定しましたが、各支部へ
の販売方法および値段については検討中です。公共工事等におきまして、この新
しいラベルが広く普及することを目指します。なお、現行の品管ラベルも引き続
きご使用ください。

３．事業委員会
⑴　畳総合保険について
　畳総合保険は、お客様に安全と安心を提供し信頼関係を築きます。組合員の
皆様には引き続き安全な作業環境の確保にご協力いただき、事故や怪我の予防
に努めてください。保険料の値上げを回避し安定したサービス提供を維持する
ためにも、皆様のご理解とご協力を重ねてお願い申し上げます。

⑵　販売促進事業
全国畳替えキャンペーンtataについて
　過去10回のtataキャンペーンは、毎年根強い支持をいただき、長年にわたり
良い成果を収めています。今年も「tata2024」の開催を計画し、準備を行う予
定です。協賛については従来通り、１組合員ハガキ６枚のご協力をお願いいた
します。

⑶　共同購買事業
ア．抗カビ軟化剤NKB193ノーカービー
　２ℓ・５ℓの２種類に加え、お客様販売向けの300㎖の３種類で販売をい
たします。
イ．畳のお手入れハンドブック
　畳の納品時にお渡ししていただける「畳のお手入れハンドブック」は、多
数ご購入頂いております。巻末に仕様書の付いた個人向けと、仕様書の無い
業者向けの２種類があります。

⑷　広報事業
　全日畳のホームページのアクセス数を増やすために、コンテンツの充実と
情報の拡散に努めます。業界や組合員様からの声に応え、全日畳のウェブサ
イトやSNS、LINE公式アカウントで定期的に情報を発信していきます。また
LINE公式アカウントの無料メッセージは200通で発信回数が制限されること
から、今後は有料プランの検討も行っていきます。さらに日本の伝統文化に関
わる団体や建造物への畳の提供を通じて、広く畳の魅力を発信できる方策を模
索していきます。
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⑸　PD（Planning Department）
　定期的なリモート会議を通じて、様々な意見を出し合い、畳業界の発展に向
けた活動を展開していきます。新たに４月から３つの班に分かれ、全国イベン
ト班は一般消費者向けのイベント開催に取り組み、セミナー班は組合員の皆様
向けのセミナーを実施し、SNS班は毎月のSNS発信を担当します。またPDメ
ンバーの結束力を高めるため、リアルミーティングを開催します。

４．技能推進委員会
　世界に誇る敷物「畳」は日本文化の中に脈々と存在意義を残し、技術と共に継
承されてきました。和空間の提案を含め、畳の「機能」「特徴」「製作技術」を再
認識し、イベントやSNSを活用し消費者に正しく伝えていく事が重要です。その
ことが畳需要の増加や業界の発展に繋がるものと考えます。本年度も技能士資格
の取得を推進し、若手技能士の発掘育成を進めていきます。

⑴　既に販売されております板入れ畳製作及び有職畳の製作工程収録のDVD 

「関東版」「関西版」は引き続き販売をしていきます。是非ともご購入いただ 

き、技能講習会、研修会、畳のイベントなどでご活用いただくようお願いいた
します。

⑵　中央検定委員会
　本年も５名の委員を派遣いたします。

⑶　国家検定「特級技能士」の新設準備
　現在、国家資格である畳製作１級・２級技能士に加えて「特級技能士」を新
設したいと考えており、既に厚生労働省に伝えております。早期実現に向けて
努力していきます。粗悪工事で消費者が「畳」に対する嫌悪感を持たないよう、
「知識」と「技術」を併せ持つ畳製作技能士を育成するよう努めていきます。

⑷　技能士の資質向上教材（技能教本発刊）
　現在YouTube「技～さらなる高みを目指して～」より「関東版」「関西版」
の畳製作動画を視聴できます。全国各支部に於いてご活用いただき、若年者を
中心に更なる技能向上に努めていただきたいと思います。また本年度は、全日
畳より板入り畳の製作工程の技能教本を発刊できるよう準備していきます。
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（支出の部） （収入の部） （単位：円）
科　　　目 予　算　額 科　　　目 予　算　額

Ⅰ 品 質 表 示 事 業 費 600,000 Ⅰ 品質表示事業収入 1,450,000

品 質 認 定 事 業 費 150,000 品質認定事業収入 300,000

教 育 情 報 事 業 費 900,000 教育情報事業収入 1,000,000

保 険 手 数 料 収 入 750,000

共 同 購 買 事 業 費 1,100,000 共同購買事業収入 1,650,000

広 報 事 業 費 300,000 広 報 事 業 収 入 0

畳販売促進事業費 2,900,000 畳販売促進事業収入 3,400,000

Ｐ Ｄ 事 業 費 400,000

事　業　費　合　計 6,350,000 事 業 収 入 合 計 8,550,000

Ⅱ 一 般 管 理 費 Ⅱ 賦 課 金 収 入
役 員 報 酬 2,300,000 組 合 費 収 入 9,960,000

雑 給 3,250,000 組 織 賛 助 会 費 1,380,000

法 定 福 利 費 20,000 特 別 賛 助 会 費 640,000

福 利 厚 生 費 180,000 賦 課 金 収 入 合 計 11,980,000

会 議 費 850,000 Ⅲ 事 業 外 収 益
関 係 団 体 負 担 金 300,000 受 取 利 息 500

旅 費 交 通 費 3,790,000 雑 収 入 1,000,000

通 信 費 450,000 事 業 外 収 入 合 計 1,000,500

器 具 備 品 費 450,000

印 刷 費 250,000

交 際 費 200,000

支 払 家 賃 1,680,000

水 道 光 熱 費 250,000

租 税 公 課 10,000

荷 造 運 賃 350,000

広 告 宣 伝 費 50,000

支 払 手 数 料 400,000

事 務 用 品 費 250,000

雑 費 100,000

一 般 管 理 費 合 計 15,130,000

Ⅲ 事 業 外 費 用
借 入 金 利 息 0

予 備 費 50,500

事 業 外 費 用 合 計 50,500

合　　　計 21,530,500 合　　　計 21,530,500

令和６年度予算（案）
自　令和6年4月 1日
至　令和7年3月31日

第５号議案
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第６号議案　定款の一部改正（案）承認の件
（別表２）の変更箇所

地域 定数
北海道ブロック 2

東北ブロック 15→ 14

関東ブロック 15→ 13

甲信越ブロック 7→ 6

北陸ブロック 3→ 2

東海ブロック 11→ 12

関西ブロック 11→ 12

中国ブロック 8→ 9

四国ブロック 6

九州ブロック 21→ 23

宮城床 1

合　　計 100

第 7号議案　令和６年度賦課金徴収方法等（案）承認の件
　本組合の令和６年度賦課金および徴収方法は次の通りとする。

１．組合費
　　組合員　1,992名×年間5,000円／名＝9,960,000円
　今年度も無駄の無い支出に努めながら、健全かつ安定的な組織運営および活動
を図るものです。徴収方法は、全日本畳事業協同組合の請求に基づき、単組ごと
にまとめ、下記に定める組織賛助会費とともに本組合の指定する口座へ振込むも
のとします。振込手数料は各単組負担とします。

２．賛助会費
　⑴　賛助会員規約第２条⑴に定める法人組織等
　　　会費　46単組×年間30,000円　＝1,380,000円
　⑵　上記⑴以外の法人又は個人等
　　　会費　32口×年間20,000円　＝640,000円
　徴収方法は全日本畳事業協同組合の請求に基づき、賛助会員が本組合の指定
する口座へ振込むものとします。
　振込手数料は賛助会員負担とします。

３．徴収時期
　いずれも本組合の請求に基づき令和６年８月末までに支払うものとします。
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４．振込口座
　りそな銀行　上野支店　普通預金　口座番号　1334232

　ゆうちょ銀行　振替口座　　　　　口座番号　00160－0－158620

第８号議案　令和６年度における手数料、使用料の最高限度額（案）承認の件
　手数料および使用料等は前記事業計画金額の40％を上限とする。

第９号議案　令和６年度組合借入金最高限度額（案）承認の件
　借入金限度額　　1,000万円以内とする。
　借入先　　　　　りそな銀行・商工中金

第10号議案　役員報酬（案）承認の件
　役員報酬の最高限度額は230万円以内とする。員外監事の報酬は15万円以内とする。

第11号議案　次期総代会開催地決定の件
　東京都内とする。

 以上
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役　員　名　簿
（令和5年度）

敬称略

No. 役　職 氏　　名 出　　身
都道府県 担　　当

1 理 事 長 石　河　恒　夫 岐 阜 県 代表
2 副理事長 藤　本　　　正 京 都 府
3 副理事長 佐々木　誠　喜 宮 城 県
4 専務理事 大　平　雅　章 三 重 県
5 理　　 事 岡　田　暁　夫 埼 玉 県 総務委員長
6 理　　 事 堀　田　登喜夫 山 梨 県 技能推進委員長
7 理　　 事 吉　金　英　明 大 阪 府 品質管理委員長
8 理　　 事 的　場　貴　之 滋 賀 県 事業委員長
9 理　　 事 南　　　佳　男 北 海 道
10 理　　 事 中　島　三　喜 福 島 県
11 理　　 事 半　沢　雅　之 群 馬 県
12 理　　 事 池　田　雅　晴 千 葉 県
13 理　　 事 神　崎　征　美 神奈川県
14 理　　 事 新井田　　　智 新 潟 県
15 理　　 事 村　田　　　実 富 山 県
16 理　　 事 森　川　正　平 岡 山 県
17 理　　 事 岡　添　雅　也 高 知 県
18 理　　 事 久保田　義　秋 福 岡 県
19 理　　 事 荒　木　敏　昭 長 崎 県
20 理　　 事 岩　本　久　和 沖 縄 県
21 相 談 役 米　花　俊　明 広 島 県

1 監　　 事 村　田　精　三 山 形 県 監査
2 監　　 事 鈴　木　卓　夫 愛 知 県 監査
3 監　　 事 谷　口　秀　雄 和歌山県 監査
4 員外監事 四　方　　　茂 東 京 都 監査
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2024年3月31日現在

No. 支部名

会員数 入会者 脱会者 賛助会費 組合費 合　　　計 会員数

2023.4.1 期間中の変動 均等額 人数分 2024.3.31

5000円／名

1 北海道 48 2 30,000 240,000 270,000 46

2 青　森 30 30,000 150,000 180,000 30

3 岩　手 39 3 30,000 195,000 225,000 36

4 宮　城 72 8 30,000 360,000 390,000 64

5 秋　田 57 2 30,000 285,000 315,000 55

6 山　形 74 3 30,000 370,000 400,000 71

7 福　島 73 1 4 30,000 370,000 400,000 70

8 茨　城 91 2 6 30,000 465,000 495,000 87

9 栃　木 6 30,000 30,000 60,000 6

10 群　馬 46 5 30,000 230,000 260,000 41

11 埼　玉 17 30,000 85,000 115,000 17

12 千　葉 77 34 30,000 385,000 415,000 43

13 東　京 5 30,000 25,000 55,000 5

14 神奈川 63 13 30,000 315,000 345,000 50

15 新　潟 84 10 30,000 420,000 450,000 74

16 富　山 15 1 30,000 80,000 110,000 16

17 石　川 19 1 3 30,000 100,000 130,000 17

18 山　梨 51 1 30,000 255,000 285,000 50

19 岐　阜 44 5 30,000 220,000 250,000 39

20 静　岡 86 5 30,000 430,000 460,000 81

21 愛　知 122 12 30,000 610,000 640,000 110

22 三　重 16 1 30,000 80,000 110,000 15

23 滋　賀 20 30,000 100,000 130,000 20

24 京　都 72 2 30,000 360,000 390,000 70

25 大　阪 66 2 30,000 330,000 360,000 64

26 兵　庫 47 7 30,000 235,000 265,000 40

27 奈　良 16 30,000 80,000 110,000 16

28 和歌山 45 12 30,000 225,000 255,000 33

29 鳥　取 14 30,000 70,000 100,000 14

30 島　根 14 1 30,000 70,000 100,000 13

31 岡　山 45 3 30,000 225,000 255,000 42

32 広　島 59 3 30,000 295,000 325,000 56

33 山　口 58 4 30,000 290,000 320,000 54

34 徳　島 44 2 30,000 220,000 250,000 42

35 香　川 17 3 30,000 85,000 115,000 14

36 愛　媛 48 14 30,000 240,000 270,000 34

37 高　知 9 4 30,000 65,000 95,000 13

38 福　岡 98 4 30,000 490,000 520,000 94

39 佐　賀 26 5 30,000 130,000 160,000 21

40 長　崎 63 2 30,000 315,000 345,000 61

41 熊　本 77 3 30,000 385,000 415,000 74

42 大　分 37 4 30,000 185,000 215,000 33

43 宮　崎 40 2 30,000 200,000 230,000 38

44 鹿児島 68 5 30,000 340,000 370,000 63

45 沖　縄 55 2 30,000 275,000 305,000 53

46 宮城床 7 30,000 35,000 65,000 7

合　　　計 2,180 9 197 1,380,000 10,945,000 12,325,000 1,992

資料１ 2023年度組合費集計表・会員数集計表
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2024年3月31日現在
No. 支部名 わら床用 建材床用 加工用 2点シール 合　計

1 北海道 0

2 青 森 0

3 岩 手 0

4 宮 城 0

5 秋 田 0

6 山 形 0

7 福 島 1,500 1,500

8 茨 城 1,000 1,000

9 栃 木 0

10 群 馬 0

11 埼 玉 0

12 千 葉 200 200

13 東 京 0

14 神奈川 0

15 新 潟 0

16 富 山 0

17 石 川 2,000 2,000

18 山 梨 0

19 岐 阜 1,200 1,200

20 静 岡 1,000 1,000

21 愛 知 5,000 5,000

22 三 重 0

23 滋 賀 0

24 京 都 300 300 600

25 大 阪 5,000 5,000

26 兵 庫 4,000 5,000 9,000

27 奈 良 0

28 和歌山 0

29 鳥 取 200 200

30 島 根 6,000 100 6,100

31 岡 山 0

32 広 島 15,000 15,000

33 山 口 5,000 5,000

34 徳 島 2,000 2,000 4,000

35 香 川 0

36 愛 媛 0

37 高 知 0

38 福 岡 9,400 200 9,600

39 佐 賀 1,000 10,000 11,000

40 長 崎 500 5,000 5,500

41 熊 本 8,000 6,000 14,000

42 大 分 1,000 3,000 4,000

43 宮 崎 5,000 5,000

44 鹿児島 3,000 23,000 26,000

45 沖 縄 3,500 3,500

46 宮城床 0

合　　　計 11,000 29,400 93,200 1,800 135,400

企業名 口数 金額

株式会社安土産業 2口 40,000

押出発砲ポリスチレン工業会 5口 100,000

株式会社カンベ 1口 20,000

KLASS株式会社 3口 60,000

正文社印刷株式会社 1口 20,000

大建工業株式会社 1口 20,000

タタミでおもてなしプロジェクト 1口 20,000

中国紙工業株式会社 1口 20,000

東海機器工業株式会社 5口 100,000

有限会社東海保険センター 3口 60,000

株式会社トクラ 1口 20,000

トクラテック株式会社 1口 20,000

日本繊維板工業会 2口 40,000

軒村政春畳店 1口 20,000

丸三製紙株式会社 1口 20,000

山中産業株式会社　大阪 1口 20,000

山中産業株式会社　東京 1口 20,000

合　　　計 31口 620,000

資料３
2023年度

品質表示事業売上実績

資料２

賛助会員
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2024年3月31日現在

No. 支部名

共同購買事業 畳販促事業

NKB　5ℓ
（箱）

NKB　2ℓ
（箱）

NKB　300㎖
（本） JIS規格書

畳ハンドブック
仕様書あり
（冊）

畳ハンドブック
仕様書なし
（冊）

tataはがき
（枚）

tataのぼり
（枚）

1 北海道 5

2 青 森 200 6

3 岩 手 272

4 宮 城 7 3 600

5 秋 田 1 600

6 山 形 460

7 福 島 528

8 茨 城 2 1 20 200 585

9 栃 木
10 群 馬 3 280 4

11 埼 玉 8 172 2

12 千 葉 500 664 1

13 東 京 170 4

14 神奈川
15 新 潟 9 810 504 12

16 富 山 3 400 160 5

17 石 川 155

18 山 梨 20 70 820

19 岐 阜 1 350 1

20 静 岡
21 愛 知 10 100 193

22 三 重 1 211

23 滋 賀 130

24 京 都 1 300 280

25 大 阪 15 330

26 兵 庫 100

27 奈 良
28 和歌山 400

29 鳥 取 12 230 2

30 島 根 100

31 岡 山 3 1 340

32 広 島 250 250 550 4

33 山 口 3 400

34 徳 島 300

35 香 川
36 愛 媛 298 4

37 高 知 130

38 福 岡 6 50 200 2

39 佐 賀 3 10 300 200

40 長 崎 3 50 50 420

41 熊 本 400 20

42 大 分
43 宮 崎
44 鹿児島 1 335

45 沖 縄 2 2 130

46 宮城床
合　　　計 76 4 33 3 2,380 1,485 11,722 47

資料４ 2023年度共同購買および畳販促事業売上実績
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No. 支部名 2023年度
加入者数

2024年度
加入者数

1 北海道 10 10

2 青　森 27 19

3 岩　手 19 18

4 宮　城 48 46

5 秋　田 28 26

6 山　形 43 41

7 福　島 49 49

8 茨　城 61 60

9 栃　木 0 0

10 群　馬 38 35

11 埼　玉 17 16

12 千　葉 61 35

13 東　京 5 5

14 神奈川 0 0

15 新　潟 21 21

16 富　山 12 11

17 石　川 7 7

18 山　梨 19 19

19 岐　阜 30 26

20 静　岡 51 53

21 愛　知 79 73

22 三　重 15 15

23 滋　賀 11 10

24 京　都 41 39

25 大　阪 42 41

26 兵　庫 25 24

27 奈　良 13 13

28 和歌山 21 21

29 鳥　取 12 12

30 島　根 12 12

31 岡　山 25 24

32 広　島 29 27

33 山　口 41 39

34 徳　島 30 27

35 香　川 0 0

36 愛　媛 0 25

37 高　知 13 12

38 福　岡 53 49

39 佐　賀 18 16

40 長　崎 30 29

41 熊　本 54 52

42 大　分 29 28

43 宮　崎 33 32

44 鹿児島 44 39

45 沖　縄 26 28

46 宮城床 0 1

合　　　計 1,242 1,185

加　入　率 57% 59%

全化協１名含まず

No. 支部 タイプ 被害物 支払保険金 状況

1 福　岡 E 照明 ¥6,000 搬入時照明に畳をあててしまい破損

2 沖　縄 G 時計 ¥10,675 引取時壁に掛けてあった時計にぶつけ破損

3 群　馬 B サッシと雨戸 ¥64,300
納品時畳を載せていた台車が転倒し該当物を
破損

4 兵　庫 A コタツ電源関係 ¥23,600
コンセントにプラグが挿さったままコタツを
動かしてしまいコンセント破損

5 愛　媛 A 網戸 ¥39,000 搬入時網戸に衝突・破損

6 大　阪 B 襖 ¥72,000 搬入時襖に衝突・破損

7 大　阪 E ダイノックシート ¥25,800 敷き込み中建具にあたり傷がついた

8 福　島 A エアコンパイプ ¥39,000 畳があたり破損

9 兵　庫 B テレビ ¥55,000
搬入時台を移動する際台の上に置かれていた
テレビが落ち破損

10 福　岡 B レコーダー配線 ¥18,265
荷物を移動させながら搬入している際配線に
引っ掛かり根元から破損

11 兵　庫 C テレビ ¥68,870 家具移動の際本棚を倒し、テレビを破損

12 宮　城 B 間仕切り下枠 ¥10,290 畳搬出時畳が倒れ二重サッシの枠を破損

13 群　馬 C 仏壇一部 ¥171,000 仏壇上部を移動させる際下面がはがれ欠損

14 静　岡 D 床 ¥97,850 畳搬出時よろけて床に穴をあけた

15 愛　知 A 屋根 ¥84,914 畳積込時屋根に畳をぶつけて穴をあけた

16 沖　縄 D 空気口 ¥22,500 畳納品時畳が空気口に接触し破損

17 秋　田 G 配管 ¥29,470
畳搬出時手洗い場に接触した影響で配管がず
れ破損

18 山　口 D 標示板とクロス ¥193,000
畳搬入中標示板にあたり標示板と周辺壁紙が
破損

19 福　岡 B 照明 ¥11,187 畳搬出中照明器具にあたり破損

20 千　葉 D 障子ガラス ¥26,350
畳引取作業中雪見障子のガラスにぶつけて 
破損

21 千　葉 A 床 ¥33,500
畳引上け中畳が脚立にあたり倒れフローリン
グにキズを付けた

22 大　阪 E 襖 ¥96,530
畳引上げ中に畳の面がバケツにあたり水がこ
ぼれ襖を濡らした

23 和歌山 A 壁 ¥152,696
畳搬入時立てかけていたテーブルが倒れ壁に
キズを付けた

24 愛　知 F 照明 ¥20,300 畳搬入時照明カバーにあててしまい破損

25 茨　城 A 階段滑り止め ¥22,000
畳を運んでいる時階段で曲がり切れず無理に
動かしたらキズが付いた

26 兵　庫 G 廊下 ¥72,000
畳引上け中廊下に畳を引きずりタッカー針で
キズを付けた

27 兵　庫 B 壁 ¥30,200 畳搬出時玄関土壁に接触しキズを付けた

28 山　形 F ロッカー ¥20,300
畳を動かした際にロッカーの重心を見誤り
口ッカーを倒し壊した

29 京　都 A 襖 ¥21,290
畳搬出時洋服ダンスを移動させた時に襖にあ
たり、襖破損

30 京　都 A 床暖房 ¥276,820
上敷を敷くときに鋲が畳を貴通し床暖房バネ
ル・床暖房も損傷させた

31 鳥　取 F テレビ ¥166,600
畳納入時に角を液晶テレビの液晶部分にあて
て破損

32 鹿児島 C テレビ ¥44,970
畳表替え作業中テレビを落とし破損　買い 
替え

33 千　葉 D 家具 ¥24,500 畳の納品中に家具を移動した際プラグを破損

資料５
畳総合保険
加入者数一覧表

資料６

2023年度事故支払事例
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令和6年3月31日
単位：円

支部名 繰　越

北 海 道 0

青 森 0

岩 手 0

宮 城 0

秋 田 0

山 形 0

福 島 0

茨 城 0

栃 木 0

群 馬 0

埼 玉 0

千 葉 0

東 京 0

神 奈 川 0

新 潟 0

富 山 0

石 川 0

山 梨 0

岐 阜 0

静 岡 0

愛 知 0

三 重 0

滋 賀 0

京 都 0

大 阪 0

兵 庫 0

奈 良 0

和 歌 山 0

鳥 取 0

島 根 0

岡 山 0

広 島 0

山 口 15,248

徳 島 0

香 川 0

愛 媛 0

高 知 0

福 岡 0

佐 賀 0

長 崎 0

熊 本 0

大 分 0

宮 崎 0

鹿 児 島 0

沖 縄 57,580

宮 城 県 畳 床 0

そ の 他 585,750

合　　　計 658,578

令和6年3月31日

【品質表示証紙】 単位：円

品　　目 在　庫 金　額
わら床用 44,878 113,541 

建材床用 24,120 61,024 

加工用 72,400 151,316 

２点シール 9,122 150,513 

合　　計 150,520 476,394 

【販促キャンペーン】
品　　目 在　庫 金　額

tataのぼり 48 47,174 

【共同購買事業】
品　　目 在　庫 金　額

アルミ製標識 20 16,600 

カビ・ダニ　マニュアル 1,600 165,920 

ＮＫＢ193　300ml 407 210,012 

ＮＫＢ193　２ℓ 17 132,192 

ＮＫＢ193　５ℓ 42 387,828 

イグサ枕 8 25,600 

畳ハンドブック仕様書有 5,383 35,528 

畳ハンドブック仕様書無 415 2,739 

合　　計 976,419 

【教育情報事業】
品　　目 在　庫 金　額

衝撃緩和畳床パンフ 1,000 9,536 

ＤＶＤ 44 23,892 

ＪＩＳ規格書 97 131,920 

合　　計 165,348 

【用度品】
品　　目 在　庫 金　額

切手・はがき 17,868 

レターパック 55 28,600 

レターパックライト 3 1,110 

合　　計 47,578 

【合計】
金額

棚卸資産 1,712,913 

資料７

令和５年度売掛金残高
資料８

棚卸資産表
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